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1. 序論：激変するグローバルAIエコシステムと新たなパラダイ
ム 
2026年半ば現在、大規模言語モデル（LLM）を巡るグローバルな競争環境は、かつてない劇的なパ
ラダイムシフトの只中にある。わずか数年前、あるいは数か月前まで、世界のAI業界における共通
認識は「中国のAI開発力は、OpenAIやAnthropic、Googleといった米国のフロンティアラボから数
か月から1年程度の遅れをとっている」というものであった1。しかし、Kimi K3、GLM-5.2、Qwen3.7 
Max、そしてDeepSeek V4 Proといった最新世代の中国製LLMの連続的な市場投入により、この前
提は完全に崩壊しつつある3。 
これらのモデルは、純粋なパラメータ規模の拡大にとどまらず、MoE（Mixture-of-Experts）アーキテ
クチャの極限までの最適化、100万トークン（1M）という超長文脈処理の標準実装、そして何よりも「ソ
フトウェアエンジニアリング（コーディング）」と「エージェントとしての自律実行能力」において、米国の

トップモデルと互角、あるいはそれを凌駕する成果を実証している7。 
さらに、この技術的キャッチアップを加速させているのが、地政学的な断層である。米国政府による

Anthropic「Claude Fable 5」の突然の輸出規制（外国人ユーザーへのアクセス遮断）という前代未
聞のショックが引き金となり、世界の開発者コミュニティは特定の国のクローズドAPIに依存するリス
クを痛感した11。結果として、世界中のエンタープライズや開発者が、継続利用可能でライセンスが寛

容な中国製のオープンウェイトモデルへと雪崩を打って移行し始めている14。 
本レポートでは、これら最新の中国製LLMの技術的到達点、アーキテクチャの革新、および米中AI
競争の現在地を精緻に分析する。その上で、「中国の国家情報法」や米国の「Entity List（エンティ
ティリスト）」といった極めて複雑な地政学的リスクに直面する日本企業が、これらのモデルをいかに

して安全かつ戦略的に自社の業務プロセスへ組み込むべきか、具体的なアーキテクチャ設計と運用

指針を提示する。 

2. 中国製フロンティアLLMの現状：米国に「追いついた」の
か？「追い越した」のか？ 
ユーザーの最大の関心事である「中国製LLMは米国製にほぼ追いついたと考えて良いのか？追い
越すと考えられるのか？」という問いに対する回答は、評価する軸（純粋な論理推論能力、実務特化

の自律実行能力、コスト効率）によって明確に分かれる。 
2.1. 「追いついた」領域：ソフトウェア開発とエージェント機能 
実用的なソフトウェアエンジニアリングとエージェントタスクの実行能力において、中国製モデルは米



国製に完全に「追いついた」と断言できる。現代のAI評価において最も過酷とされるコーディングベン
チマーク（SWE-bench Pro、FrontierSWE、Terminal-Bench 2.1等）において、中国製モデルは軒並
みトップクラスの成績を収めている3。 
Alibabaの「Qwen3.7 Max」は、実世界のソフトウェア開発タスクを模したSWE-Proにおいて60.6を記
録し、Claude Opus 4.6 Maxと同等の水準に達している5。また、Z.aiの「GLM-5.2」は、長時間のソフ
トウェア開発を測るFrontierSWEにおいて、AnthropicのClaude Opus 4.8にわずか1%の差まで肉薄
しており、オープンソース（オープンウェイト）モデルとしては世界首位の座を確立した4。Moonshot 
AIの「Kimi K3」も同様に、独自のブラインド評価プラットフォームであるArena AIのFrontend Code 
Arenaにおいて、米国製フロンティアモデルを抑えて1位を獲得している2。 
これらの実績は、もはや中国製モデルが「米国製モデルの廉価な模倣品」ではなく、実際のプロダク

ション環境における高度なシステム開発やデバッグを人間の介入なしで完遂できるレベルに到達し

ていることを証明している。 
2.2. 「追い越した」領域：長文脈の安定性と圧倒的なコストパフォーマンス 
中国製モデルが米国製モデルを明確に「追い越している」領域が二つ存在する。それは「100万トー
クンを超える長文脈（Long Context）の安定処理」と「破壊的なコスト効率」である。 
2026年にリリースされた主要な中国製モデルは、いずれも100万（1M）トークンのコンテキストウィン
ドウを標準でサポートしている。特筆すべきは、単に入力可能であるだけでなく、長時間の自律エー

ジェントタスクにおいて文脈を見失うことなく一貫性を維持する能力である。米国製モデルが数万トー

クンを超えたあたりから「幻覚（Hallucination）」を起こしたり、指示を忘却したりする傾向があるのに
対し、Qwen3.7 MaxやGLM-5.2は、数万行に及ぶコードベースを横断しながら数百回のツール呼び
出し（Function Calling）を連続で行うタスクに最適化されている8。 
さらに、推論コストの観点では完全に米国を凌駕している。100万トークンあたりの入出力のブレンド
コスト（入力3：出力1の比率で試算）を比較すると、その差は歴然としている。 

モデル名 開発国 1Mトークン
あたり入力

料金 ($) 

1Mトークン
あたり出力

料金 ($) 

ブレンドコス

ト (3:1) 概算 
($) 

性能カテゴ

リ 

Claude 
Fable 5 

米国 10.00 50.00 20.00 最高水準 
(Highest) 

GPT-5.6 
Sol 

米国 5.00 30.00 11.25 高水準 
(High) 

Kimi K3 中国 3.00 15.00 6.00 高水準 
(High) 

Qwen3.7 
Max 

中国 2.50 7.50 3.75 高水準 
(High) 



GLM-5.2 中国 0.95 3.00 1.46 高水準 
(High) 

DeepSeek 
V4 Pro 

中国 0.435 0.87 0.54 高水準 
(High) 

データは各モデルの公式API料金に基づく18。このコスト比較が示す通り、中国製モデル（特に

DeepSeek V4 ProやGLM-5.2）は、米国製フロンティアモデルと比較して数分の一から数十分の一と
いう破壊的な価格設定を実現している。性能面でGPT-5.6 SolやClaude Opus 4.8と肩を並べなが
ら、コストを劇的に圧縮できるこの「高効率ゾーン」こそが、実務において中国製モデルが米国製を追

い越したと評価される最大の要因である。 
2.3. 「依然として遅れている」領域：純粋な推論能力とゼロからの革新 
一方で、全く新しいパラダイムの創出や、純粋な数学的・科学的な推論の絶対的な限界値において

は、依然として米国ラボが数か月のリードを保っているとの見方が強い9。中国企業によるモデル開

発のアプローチは、米国の先行研究（例えばアーキテクチャの論文や、米国製モデルの出力結果そ

のもの）をリバースエンジニアリングし、極限まで最適化・効率化するという手法に大きく依存してい

る側面がある9。後述する「知識蒸留」の問題が示すように、未知の領域を切り拓く「革新」においては

米国が先行し、それを圧倒的な速度で「量産・普及」させるのが中国、という構造が定着しつつある14

。 

3. 中国製フロンティアLLM「ビッグ4」の徹底解剖 
2026年現在の中国AIエコシステムを牽引する4つの主要モデルについて、そのアーキテクチャ、性
能、そして独自の強みを詳細に解剖する。日本企業が用途に応じて最適なモデルを選定するための

基礎情報となる。 
3.1. Kimi K3 (Moonshot AI)：世界最大の2.8兆パラメータ・オープンモデル 
2026年7月、Moonshot AIが発表した「Kimi K3」は、オープンウェイトとして公開されたモデルの中で
世界最大となる「2.8兆パラメータ（2.8T）」を誇るフラッグシップモデルである1。 
Kimi K3の最大の技術的ブレイクスルーは、「Stable LatentMoE」と呼ばれる極限までスパース（疎）
なアーキテクチャの採用である。896の専門家（エキスパート）ネットワークを内包しながら、1回のトー
クン処理においてアクティブになるのはわずか16のエキスパート（約500億パラメータ相当）に過ぎな
い1。これにより、2.8兆という巨大な知識量による「賢さ」を担保しつつ、実際の推論コストを現実的な
範囲に抑え込んでいる。 
また、1Mトークンの長文脈を高速かつ安定して処理するため、「Kimi Delta Attention（KDA）」と「
Attention Residuals」という新たな注意機構を導入した1。このアーキテクチャは、長いシーケンス長と

深いモデル階層を横断して情報が減衰することなく伝播するよう設計されており、数百ページに及ぶ

文書や巨大なリポジトリの解析を可能にしている3。 
実務における強みとして、Kimi K3は「ネイティブな視覚理解（Native Visual Understanding）」とコー
ディングを融合させたタスクで異常な適性を示す3。例えば、3Dオープンワールドのブラウザゲームを



ゼロから構築する実証テストでは、Three.jsとWebGPUを活用し、外部の3Dアセット生成ツールと連
携しながら、環境のプロシージャル生成から天候システムの構築までを自律的に完遂した3。また、

EDAツールを用いたナノチップ設計や、数週間かかる科学研究のワークフローをわずか2時間で実
装・検証した事例も報告されており、単なるテキスト生成を超えた「行動するAI」としての地位を確立
している3。API価格は入力3.00ドル/1M、出力15.00ドル/1Mに設定されている19。 
3.2. GLM-5.2 (Z.ai)：ソフトウェア開発と長期エージェントに特化した実力派 
清華大学発のスタートアップZ.ai（旧Zhipu AI、2025年にリブランディング）が2026年6月に公開した「
GLM-5.2」は、コーディングと長期エージェントタスク（Long-Horizon Tasks）に完全に照準を合わせ
たモデルである4。 
総パラメータ数は約750B（アクティブ約40B）のMoE構造を採用し、最大の特徴として長文脈処理の
計算コストを劇的に下げる「IndexShare」技術を実装している18。これは、4つのスパースアテンション
層ごとに同じ軽量インデクサを再利用する仕組みであり、1Mトークン入力時の1トークンあたりの
FLOPs（浮動小数点演算数）を前世代比で2.9倍削減することに成功した4。これにより、大規模なコー

ドベース全体をコンテキストに保持したまま、長時間のデバッグやリファクタリングを行う際の計算負

荷とメモリ（KVキャッシュ）のボトルネックを解消している4。 
また、「Effort Level Control（推論量の制御）」機能を備えており、ユーザーがAPIリクエスト時に推論
の深さを「Max」や「High」などに明示的に指定できる3。これにより、単純なルーチンワークには推論

量を抑えて高速・低コストで応答させ、複雑なアーキテクチャ設計には最大推論量で挑ませるといっ

た柔軟な運用が可能である4。 
性能面では、Terminal-Bench 2.1で81.0（Claude Opus 4.8の85.0に肉薄）、SWE-bench Proで62.1
を記録し、オープンソースモデルとしては最高峰に位置する4。特筆すべきは、GLM-5.2が極めて寛
容な「MITライセンス」で重み（パラメータ）を公開している点である14。これにより、企業は自社環境

（オンプレミスやプライベートクラウド）にモデルをローカルデプロイし、機密データを外部に一切出す

ことなく高度なコーディングAIを利用できる。商用利用やファインチューニングにも制限がなく、セキュ
リティ要件の厳しい日本企業にとって最も導入しやすいフロンティアモデルの一つとなっている14。 
3.3. Qwen3.7 Max (Alibaba)：35時間の自律実行を証明したAgent-Firstモ
デル 
Alibaba CloudのQwenチームが2026年5月に発表した「Qwen3.7 Max」は、従来のオープンウェイト
路線（Qwen 2.5や3.6等）から一転し、API専用のクローズドモデル（プロプライエタリモデル）として提
供されている5。このモデルの設計思想は明確に「Agent-First」であり、チャットボットとしての用途よ
りも、数百から数千のステップに及ぶ自律的なタスク実行能力にパラメータが最適化されている5。 
Qwen3.7 Maxの真価を証明したのが、前代未聞の「35時間連続の自律エージェントタスク」である5。

Alibabaは、訓練データに含まれていない未知の独自のハードウェア（T-Head ZW-M890 PPU）上
で、GPUカーネル（SGLangのExtend Attentionカーネル）の最適化タスクをQwen3.7 Maxに与えた。
モデルは35時間にわたり、人間の介入なしに1,158回のツール呼び出しと432回のコンパイル・プロ
ファイリングを繰り返し、コンパイルエラーの診断からボトルネックの特定、アーキテクチャの再設計

までを自律的に遂行した5。結果として、参照実装（Triton）に対して10倍のパフォーマンス向上を達
成した5。競合のGLM-5.1（7.3倍）やDeepSeek V4 Pro（3.3倍）が途中で最適化の限界を迎えセッショ
ンを終了したのに対し、Qwen3.7 Maxは30時間を超えても文脈を見失うことなく改善策を見出し続け



た論理的持続性は、他の追随を許さない8。 
さらに実務面での強力な武器として、Anthropic APIプロトコル（Messages API）とのネイティブな互換
性を持つ5。開発者は環境変数（ベースURLとモデル名）を数行書き換えるだけで、既存の「Claude 
Code」や「OpenClaw」といったエージェントエコシステムをそのままQwen3.7 Maxで動作させること
ができる5。トークン単価も入力2.50ドル、出力7.50ドル（コンテキストキャッシュ利用時は入力0.25ド
ル）と、Claude Opus 4.7等と比較して大幅に安価であり、長時間稼働するコーディングエージェント
のバックエンドとして圧倒的なコストメリットを提供する8。 
3.4. DeepSeek V4 Pro：国産インフラで制裁を突破した「価格破壊者」 
中国AIエコシステムの中で、最も地政学的な衝撃と価格破壊をもたらしているのが、DeepSeekの「
V4 Pro」である。総パラメータ数1.6兆、アクティブパラメータ約490億のこのオープンウェイトMoEモデ
ルは、性能面で米国モデルに匹敵するだけでなく、その「学習環境」において歴史的なマイルストー

ンを打ち立てた6。 
2026年6月、Huawei（ファーウェイ）を中心とする研究チームは、少なくとも1,000基のHuawei製AI
チップ「Ascend 910C」のクラスタを用いて、DeepSeek V4 Proのフルパラメータでのポストトレーニン
グ（ファインチューニング段階）を中断やエラーなしに成功させたと発表した37。これまで中国のAIチッ
プは推論（Inference）には実用レベルであったものの、膨大な計算とチップ間の高速通信を要する
学習（Training）においてはNVIDIA製GPUに遠く及ばないとされていた37。米国の輸出規制により

NVIDIA H100等の調達が絶望的となる中、HuaweiのCANNソフトウェアスタックとAscend 910Cの組
み合わせで1.6兆パラメータの巨大モデルの重み更新（1,500回以上のイテレーション）を完遂したこ
とは、中国が「ハードウェアからソフトウェアに至るまで、完全に米国から自立したAIサプライチェー
ン」を確立しつつあることを意味する37。 
この垂直統合的な強みは、API価格にダイレクトに反映されている。DeepSeek V4 ProのAPI利用料
は、入力0.435ドル/1M、出力0.87ドル/1Mという、他社の追随を許さない極限の低価格に設定されて
いる23。これはGPT-5.6 SolやClaude Fable 5の数十分の一以下であり、大量のログ解析、文書の
バッチ処理、あるいはRAG（検索拡張生成）システムにおける大量のコンテキスト注入といった「知能
のコモディティ化」を前提とするユースケースにおいて、事実上の業界標準となりつつある。 

4. 地政学の断層と「Glasswingショック」：なぜ世界は中国製
LLMを選ぶのか 
技術的な進化と価格競争力に加えて、日本企業を含む世界の開発者が中国製LLMへと舵を切って
いる最大の理由は、「米国政府による予測不能な規制リスク」の顕在化である。 
4.1. Claude Fable 5の輸出規制と供給網の崩壊 
2026年6月9日、Anthropicは同社の新たなフラッグシップモデル「Claude Fable 5」と、サイバーセ
キュリティ特化モデル「Mythos 5」をリリースした12。Fable 5は高度な推論とソフトウェア開発に特化し
たモデルであったが、リリースからわずか3日後の6月12日、米国政府（商務省）は緊急の輸出管理
指令を発動し、これらのモデルへの「外国籍ユーザーのアクセス」を即座に遮断するよう命じた11。 
この措置の背景には、Anthropicを含む米国の主要テック企業や政府機関が推進する「Project 
Glasswing」がある43。これは、フロンティアAIモデルを用いて世界の重要インフラのソフトウェア脆弱
性を発見し修正するサイバーセキュリティ・イニシアチブである。しかし、Amazonの研究者らがFable 



5に対するテストを行った結果、同モデルの安全ガードレールを回避（ジェイルブレイク）し、未知のソ
フトウェア脆弱性（ゼロデイ）を特定して悪用する深刻なサイバー攻撃能力を有していることが判明し

た11。例えば、Linuxカーネルの脆弱性を連鎖させて完全な制御権を奪取するなどの能力が確認さ
れ、これが米国の敵対国や悪意あるハッカーに渡ることへの国家安全保障上の強い懸念から、緊急

のアクセス遮断措置が取られたのである11。 
AnthropicはAPI層でユーザーの国籍をリアルタイムに検証することが技術的に不可能であったた
め、米国内外を問わず、同社の外国人従業員を含むすべてのユーザーに対するサービスを全世界

で一時的に停止せざるを得なかった11。その後、6月末に規制は一部解除されFable 5の提供は再開
されたものの、Mythos 5へのアクセスは米国内の厳選された組織のみに制限されたままである11。 
この「Glasswingショック」とも呼ぶべき事件は、世界のエンタープライズ企業に強烈な教訓を与え
た。すなわち、「どんなに優れたAIシステムを構築しても、米国政府の鶴の一声で翌日から事業イン
フラが機能不全に陥るリスク（地政学ロックイン）」が現実のものとなったのである12。 
 

 
 
4.2. OpenRouterにおけるシェア逆転現象 
米国製モデルの供給不安と高コスト構造を嫌気した開発者たちは、急速に代替手段を模索し始め

た。その受け皿となったのが、オープンウェイトとして配布されており、自社環境でコントロール可能、



あるいは安価なAPIとして利用できる中国製LLMである。 
世界最大級のLLMルーティングプラットフォームである「OpenRouter」のデータは、この地殻変動を
鮮明に物語っている。2025年上半期にはOpenRouterにおけるトークン消費量のわずか4.5%に過
ぎなかった中国製モデルのシェアは、2026年2月に米国製モデルの呼び出し量を初めて逆転し、
2026年前半のピーク時には全体の約60%（46%〜61%のレンジで推移）を占めるまでに急伸した15。

特に利用数上位5モデルのうち、M2.5（MiniMax）、Kimi K2.5/K3、GLM-5.2、DeepSeek V3.2/V4 Pro
といった中国勢が4枠を独占する事態となっている16。 
日本発の著名AIスタートアップSakana AIのCEOが「最高レベルのモデルへのアクセスは一夜にして
消滅する可能性がある。国家インフラを単一のプロバイダーに依存することはリスクである。集合知（

Collective Intelligence）こそが権力の集中に対する実用的なヘッジである」とSNSで発信した通り46、

中国製モデルの台頭は「コスト削減」という経済的動機に加え、「ベンダーロックインの回避と事業継

続性の確保」という安全保障上の要請に強く支えられている。 
4.3. 知識蒸留とEntity Listを巡る米中の暗闘 
こうした中国製モデルの躍進に対し、米国側も警戒と制裁を強めている。米国政府やAIラボが問題
視しているのが、中国企業による大規模な「知識蒸留（Knowledge Distillation）」の疑惑である9。 
AnthropicやOpenAIの調査によれば、DeepSeek、Moonshot AI、MiniMax等の中国ラボは、数万
のダミーアカウントを作成して米国のフロンティアAPIに対して何千万回ものリクエスト（特に高度な推
論やエージェント行動を要求するプロンプト）を送信し、生成された高品質な出力データ（

Chain-of-Thoughtプロセス等）を自社モデルの強化学習（RL）や報酬モデルとして不正に利用したと
されている9。これは、数千億円規模の膨大なR&Dコストと計算資源をかけて米国企業が到達した知
能を、わずかなAPI利用料で「盗み出し」、短期間で自社モデルをキャッチアップさせる手法である。 
この事態を重く見た米国商務省は、2025年1月にZ.ai（旧Zhipu AI）やDeepSeekらを安全保障上の
脅威として「Entity List」に追加し、NVIDIA製先端GPU等へのアクセスを根本から遮断する制裁措置
を講じた29。しかし、先述のDeepSeek V4 ProがHuaweiのAscend 910C上で学習を成功させたよう
に、この制裁はむしろ中国国内のエコシステム（国産ハードウェアと独自のソフトウェアスタック）の自

立化を強力に推し進める結果となっており、米国の意図とは裏腹に、米国技術に依存しない強力な

LLMが次々と誕生する土壌を形成してしまっている2。 

5. 日本企業は中国製LLMをどう使うべきか：リスク管理とアー
キテクチャ戦略 
技術的優位性と圧倒的なコストパフォーマンスを誇り、かつ米国の輸出規制リスクのヘッジとなる中

国製LLMは、日本企業にとっても極めて魅力的な選択肢である。しかし、これを無条件に業務環境
へ導入することは推奨されない。導入にあたっては、中国特有の法制リスクを正しく評価し、アーキ

テクチャ上の安全装置を組み込むことが不可欠である。 
5.1. セキュリティリスクの核心：「国家情報法」とデータ主権 
日本企業が中国製のAPIサービス（Z.aiやDeepSeekの公式API等）を直接利用する際に直面する最
大の壁が、中国の「国家情報法」および「サイバーセキュリティ法」である51。 
中国の国家情報法は、中国国内のすべての組織および個人に対し、国家のインテリジェンス工作

（情報収集活動）への協力と、必要に応じたデータの提供を義務付けている51。これは、中国企業の

サーバー（あるいは中国企業が管理するグローバル拠点のサーバー）に送信されたデータが、中国



政府や法執行機関の要求によって合法的に傍受・提出されるリスクを常に内包していることを意味

する。 
もし日本企業が、顧客の個人情報、未公開の事業計画、あるいはコア技術のソースコードを中国製

APIに送信した場合、それらの機密データが流出するリスク、あるいはモデルの再学習に流用されて
他社に漏洩するリスクを完全に排除することはできない34。さらに、Entity Listに掲載されているZ.ai
やDeepSeekのサービスを直接契約して利用することは、米国企業との取引においてサプライチェー
ン・セキュリティ要件（EARコンプライアンス等）に抵触し、ビジネス上のペナルティを受ける重大なリス
クを伴う18。金融、医療、インフラといった規制の厳しい業種においては、API経由での中国製モデル
の利用は事実上不可能であると考えるべきである18。 
5.2. 戦略的アプローチ1：オープンウェイトモデルの自己ホスト（Local 
Deployment） 
上記のリスクを完全に回避しつつ、中国製LLMの恩恵を享受するための最も確実なアプローチは、「
MITライセンス等の寛容なライセンスで公開されているオープンウェイトモデル（GLM-5.2や
DeepSeek V4 Proなど）を、自社が完全にコントロール可能なインフラにデプロイして使用する」ことで
ある14。 
モデルの「重み（Weights）」のみをHugging Face等からダウンロードし、自社のオンプレミスサー
バーや、AWS/Google Cloudなどの日本リージョン内に構築したVPC（仮想プライベートクラウド）環
境で稼働させる。この構成であれば、プロンプトとして入力された機密データやソースコードが外部の

APIエンドポイントに送信されることは物理的にあり得ないため、中国国家情報法のリスクも、APIの
入力データが学習に流用されるリスクも完全に遮断できる18。 
ただし、1Mトークンのコンテキストを処理し、数十Bクラスのアクティブパラメータを高速に推論させる
ためには、相応のVRAM（GPUメモリ）を備えたインフラ投資が必要となる18。自社運用が困難な場合

は、データの取り扱いに関する厳格なSLA（秘密保持や学習利用の禁止）が締結できる第三者の国
内クラウド事業者や、米国系の高信頼ホスティングサービス（Together AIやDeepInfra等）を利用す
ることが次善の策となる。 
5.3. 戦略的アプローチ2：ルーターを用いた「マルチモデル・バーベル戦略」 
すべての業務を自社ホストモデルで賄うことはコスト面で非現実的である。そこで推奨されるのが、

APIゲートウェイ（LLMルーター）を間に挟み、タスクの機密度と難易度に応じてモデルを自動で振り
分ける「バーベル戦略」である57。 
例えば、「OrcaRouter」のようなエンタープライズ向けのルーティングプラットフォームを導入する57。 

1.​ 高機密・高難度タスク（全体の10%〜20%）： 顧客データを含む分析、アーキテクチャの根幹
に関わる設計、最終的なセキュリティレビューなどは、高コストでも安全な米国のクローズドモ

デル（GPT-5.6 Sol、Claude Fable 5）や、自社で厳密に自己ホストしたモデルへルーティング
する57。 

2.​ 非機密・大量処理タスク（全体の80%〜90%）： オープンソースの公開リポジトリの解析、一般
公開データのスクレイピングと構造化、社内マニュアルの翻訳や要約といった機密性の低い

定型処理は、圧倒的に安価な中国製API（Qwen3.7 MaxやDeepSeek V4 Pro）へルーティング
する57。 

この戦略により、データセキュリティを担保しながら、全体のAI運用コストを数十分の一に圧縮するこ
とが可能となる。 



5.4. 戦略的アプローチ3：「Sakana Fugu」によるオーケストレーションと抽象化 
日本発のAIスタートアップSakana AIが2026年6月に提供を開始した「Sakana Fugu（サカナ・フグ）」
のようなマルチエージェント基盤を活用することは、技術力とコンプライアンスのバランスを取る上で

極めて有効な選択肢である61。 
Sakana Fuguは、それ自体が単一のLLMとして振る舞うAPIエンドポイントを提供するが、その内部で
は、GPT-5.6、Claude Opus、Gemini、そして各種のオープンモデルなど、多様なエージェントプール
から最適なモデルを動的に選択・連携させてタスクを解決するオーケストレーションシステムである62

。 
このシステムの最大の利点は、「抽象化によるリスクヘッジ」である。特定のプロバイダー（例えば

Anthropic）が米国政府の規制によって突如利用停止になった場合でも、Fuguが背後で動的に他の
利用可能なモデルへとルーティングするため、ユーザー側のシステムはダウンタイムなしで稼働を継

続できる62。さらに、データやコンプライアンスの要件に応じて、Fuguの内部プールから特定のエー
ジェント（例えば中国企業のAPI）を明示的にオプトアウト（除外）する機能も備わっているため、企業
のポリシーに完全に準拠した形で最先端の集合知を利用することが可能である62。 
5.5. 具体的なユースケース：長時間自律コーディングエージェントへの適用 
日本企業において、中国製LLMの強みが最も活きるユースケースが「ソフトウェアエンジニアリング」
である。 
Cursor、Claude Code、ClineといったAIコーディング支援ツールにおいて、バックエンドモデルを中
国製のQwen3.7 MaxやGLM-5.2に指定することで絶大な効果を発揮する8。これらのツールを用い

た開発では、単一のリクエストではなく、AIがターミナルを実行し、エラーログを読み、ファイルを修正
するといった「自律的な反復作業（Agentic loop）」が何十回と発生する。この際、文脈が肥大化し
トークン消費量が指数関数的に増大するため、高額な米国製モデルを使用するとAPIコストが開発
者の人件費を上回る事態すら生じ得る67。 
ここで、Anthropic APIと高い互換性を持つQwen3.7 Maxや、コーディングに特化したGLM-5.2を導
入すれば、1Mトークンという広大なコンテキストウィンドウを活かして巨大なコードベース全体を読み
込ませつつ、コストを米国の数分の一に抑え込むことができる8。機密性の高いコアシステムの開発

は自己ホストしたGLM-5.2で、社内ツールやモックアップの高速なプロトタイピングはQwenの安価な
APIで回すといった運用が、次世代の開発組織の標準的な姿となる。 

6. 結論 
数か月前まで米国一強であったLLMの勢力図は、中国勢の猛追と米国の輸出規制という双発の力
によって、完全に多極化の時代へと突入した。技術力、特にソフトウェア開発やエージェントタスクの

自律実行能力において、Kimi K3、GLM-5.2、Qwen3.7 Max、DeepSeek V4 Proといった中国製LLM
はすでに実務投入に足る、あるいは米国モデルを超える水準に到達している。さらに、その破壊的な

コストパフォーマンスは、AIのコモディティ化を数年単位で前倒しにした。 
しかし、米国による技術制裁と中国の国家情報法という地政学的断層が存在する以上、日本企業は

無邪気に「安くて賢い」モデルに飛びつくことは許されない。特定のモデルやベンダーに完全に依存

（ロックイン）する単一モデル戦略は、事業継続の観点からすでに破綻している。 
日本企業が直ちに取るべきアクションは以下の3点である。 

1.​ アジリティの高いマルチモデル基盤の構築： いつ、どのモデルが利用不可能になるか分から
ない前提に立ち、数行の設定変更でバックエンドモデルを切り替えられるアーキテクチャ（API



ゲートウェイやSakana Fuguのようなオーケストレーション層）を構築する。 
2.​ データ分類とガバナンスの徹底： AIに処理させるデータを機密レベルで厳格に分類し、「どの
データセットを、どの国の、どのデプロイ環境のAIに渡してよいか」を規定する明確なガバナン
スポリシーを策定する。 

3.​ オープンウェイトモデルの自己運用能力の獲得： クラウドAPIへの完全依存から脱却し、
GLM-5.2やDeepSeek V4 Proといった強力なオープンモデルを自社インフラ内（あるいは国内
のセキュアな環境）で安全に運用・推論させるためのエンジニアリング能力（MLOps）を組織内
に育成する。 

最先端の知能を、地政学リスクに振り回されることなく、いかに安全かつ最もコスト効率良く自社のビ

ジネス価値へと変換できるか。その戦略と実践力を備えた企業こそが、次のAI時代を勝ち抜くことと
なる。 
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https://github.com/zai-org/GLM-5


33.​【Z.ai】GLM-5.2のSQL生成能力を評価してみた｜長時間・多段階タスクへの適性, 
https://j-aic.com/techblog/LLM-SQL100knock-z-ai-glm-5-2 

34.​Chinese LLMs Broaden the Gap Between Attackers & Defenders - Dark Reading, 
https://www.darkreading.com/cyber-risk/chinese-llms-broaden-gap-between-att
ackers-and-defenders 

35.​Alibaba Cloud Model Studio console, 
https://modelstudio.console.alibabacloud.com/ 

36.​DeepSeek V4とは？現行主力モデルの仕様・性能・アーキテクチャ徹底解説【2026年
版】, https://crystal-method.com/blog/deepseek-v4/ 

37.​Huawei AI chips used for DeepSeek V4 training, after success in inference, 
https://www.huaweicentral.com/huawei-ai-chips-used-for-deepseek-v4-training/ 

38.​[BUG]New edit limit is ruining role-playing games · Issue #1372 - GitHub, 
https://github.com/deepseek-ai/DeepSeek-V3/issues/1372 

39.​Post-training of DeepSeek-V4-Pro has been successfully performed using 
Huawei's cutting-edge 'Ascend 910C' chip, rather than NVIDIA's, marking a step 
forward in China's AI independence. - GIGAZINE, 
https://gigazine.net/gsc_news/en/20260608-huawei-ascend-910c-deepseek-v4-
pro/ 

40.​Huawei-led team claims it post-trained DeepSeek's 1.6-trillion-parameter model - 
Tom's Hardware, 
https://www.tomshardware.com/tech-industry/artificial-intelligence/huawei-led-t
eam-claims-it-post-trained-deepseeks-1-6-trillion-parameter-models-on-ascen
d-910c-chips 

41.​The Ultimate Guide to DeepSeek V4 on Huawei Ascend Chips - Skywork, 
https://skywork.ai/skypage/en/deepseek-v4-huawei-ascend/20475815249971322
88 

42.​Anthropic says US has lifted export controls on Fable and Mythos AI models after 
security fears | AI (artificial intelligence) | The Guardian, 
https://www.theguardian.com/technology/2026/jul/01/anthropic-fable-mythos-ai-
models-us-export-controls-lifted 

43.​Project Glasswing: Securing critical software for the AI era - Anthropic, 
https://www.anthropic.com/glasswing 

44.​中国AIモデルがOpenRouterトップ10を席巻、米国はAnthropicのみ生き残り - BigGo 
ファイナンス, 
https://finance.biggo.jp/news/f52108d1-fc01-4c08-9504-fbbfa12cef36 

45.​中国AIがOpenRouterで伸びた理由 安い電力だけではない - note, 
https://note.com/biz_note_lab/n/n4512f0ed0674 

46.​Chinese and Japanese companies launch AI models, claim they are as powerful 
as Anthropic's Mythos - The Times of India, 
https://timesofindia.indiatimes.com/technology/tech-news/chinese-and-japanese
-companies-launch-ai-models-claim-they-are-as-powerful-as-anthropics-myth
os/articleshow/132045152.cms 

47.​1-6.清華大学発AIの上場、Z.ai / Zhipu AIを読む｜香川友志 - note, 
https://note.com/kagawatomo/n/n9f6c7debe80e 

48.​Zhipu AI, China's Leading Large Model, Added to U.S. Entity List Following First AI 
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Export Ban | by Meng Li - Medium, 
https://medium.com/ai-disruption/zhipu-ai-chinas-leading-large-model-added-to
-u-s-entity-list-following-first-ai-export-ban-1e107828ca7e 

49.​DeepSeek was set to be added to US Entity List for supporting China's military 
and intelligence operations, report claims — White House holds off to avoid 
escalating tensions with China | Tom's Hardware, 
https://www.tomshardware.com/tech-industry/deepseek-was-set-to-be-added-t
o-us-entity-list-for-supporting-chinas-military-and-intelligence-operations-repo
rt-claims-white-house-holds-off-to-avoid-escalating-tensions-with-china 

50.​Addition of Entities to and Revision of Entry on the Entity List - Federal Register, 
https://www.federalregister.gov/documents/2025/01/16/2025-00704/addition-of-
entities-to-and-revision-of-entry-on-the-entity-list 

51.​開発者APIトラフィックの40%が中国製AIに：GLM-5.2とZCodeの台頭がもたらすコスト
破壊とデータ主権のジレンマ, https://www.zaikei.co.jp/article/20260714/861181.html 

52.​中国の個人情報保護法とデータ運用に関する法制度の論点 - 総務省, 
https://www.soumu.go.jp/main_content/000800520.pdf 

53.​「中国のAIはほとんど役に立ちません」 “AI先進国”の皮を被った管理社会、中国の金融
マンが語る深すぎる絶望 当局の意向に逆らえば即逮捕、AIも「当たり障りのない回答」
だけ(3/4) | JBpress (ジェイビープレス), 
https://jbpress.ismedia.jp/articles/-/95999?page=3 

54.​中国国家安全省、「AI中継所」の野放図な成長に警鐘：低価格の裏に潜むデータ流出と
モデル偽装の罠 - BigGo ファイナンス, 
https://finance.biggo.jp/news/O6g0rZ4BYH_ypPqOsafS 

55.​AIによる情報漏洩事例選5！懸念されるリスクや対策の方法を解説 - ノートン, 
https://jp.norton.com/blog/how-to/data-breach-by-ai 

56.​【2026年版】ローカルLLMとは？メリット・デメリット・おすすめモデルと導入方法を解説, 
https://usknet.com/dxgo/contents/dx-technology/what-is-a-local-llm/ 

57.​OrcaRouter、Alibaba Qwen 3.7 Max API をサポート開始～エンタープライズAIエー
ジェントワークフロー向けマルチモデルゲートウェイが強化 - PR TIMES, 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000033.000138449.html 

58.​Claude Fable 5無償アクセスと利用上限50%増を7/19まで延長｜バーベル戦略でコスト
統制, https://admina.moneyforward.com/jp/blog/claude-fable-5-enterprise-guide 

59.​GPT-5.6 Pricing: Calculate Real Agent Cost - BrowserAct, 
https://www.browseract.com/blog/gpt-5-6-pricing 

60.​GPT-5.6 has three price tiers. tested all three for agent work. here's which one is 
worth it, 
https://www.reddit.com/r/better_claw/comments/1uq6zh1/gpt56_has_three_price
_tiers_tested_all_three_for/ 

61.​Sakana Fugu: A Multi-Agent Orchestration System as a Foundation Model, 
https://sakana.ai/fugu-beta/ 

62.​Sakana Fugu: One Model to Command Them All, https://sakana.ai/fugu-release/ 
63.​Sakana AI、複数のAIモデルを協調させて高いパフォーマンスを発揮する「Sakana Fugu
」の正式提供を開始 | gihyo.jp, https://gihyo.jp/article/2026/06/sakana-fugu 

64.​Sakana Fugu — Multi-Agent System as a Model, https://sakana.ai/fugu/ 
65.​Sakana Fuguを使ってみた：Claude・Gemini・GPTからオープンモデルまで、すべてを統
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べる一つのモデル - GMOインターネットグループ グループ研究開発本部, 
https://recruit.group.gmo/engineer/jisedai/blog/sakana-fugu/ 

66.​Sakana AI、複数のAIを束ねる「Sakana Fugu」を一般提供開始 1つのAPIで“最強の使
い分け”を狙う, 
https://stop.co.jp/blog/sakana-ai%E3%80%81%E8%A4%87%E6%95%B0%E3%81%
AEai%E3%82%92%E6%9D%9F%E3%81%AD%E3%82%8B%E3%80%8Csakana-fug
u%E3%80%8D%E3%82%92%E4%B8%80%E8%88%AC%E6%8F%90%E4%BE%9B
%E9%96%8B%E5%A7%8B%E2%94%80%E2%94%801/ 

67.​Claude Fable 5 Pricing: $10/$50 per M Tokens - AY Automate, 
https://www.ayautomate.com/blog/claude-fable-5-pricing-explained 

https://recruit.group.gmo/engineer/jisedai/blog/sakana-fugu/
https://stop.co.jp/blog/sakana-ai%E3%80%81%E8%A4%87%E6%95%B0%E3%81%AEai%E3%82%92%E6%9D%9F%E3%81%AD%E3%82%8B%E3%80%8Csakana-fugu%E3%80%8D%E3%82%92%E4%B8%80%E8%88%AC%E6%8F%90%E4%BE%9B%E9%96%8B%E5%A7%8B%E2%94%80%E2%94%801/
https://stop.co.jp/blog/sakana-ai%E3%80%81%E8%A4%87%E6%95%B0%E3%81%AEai%E3%82%92%E6%9D%9F%E3%81%AD%E3%82%8B%E3%80%8Csakana-fugu%E3%80%8D%E3%82%92%E4%B8%80%E8%88%AC%E6%8F%90%E4%BE%9B%E9%96%8B%E5%A7%8B%E2%94%80%E2%94%801/
https://stop.co.jp/blog/sakana-ai%E3%80%81%E8%A4%87%E6%95%B0%E3%81%AEai%E3%82%92%E6%9D%9F%E3%81%AD%E3%82%8B%E3%80%8Csakana-fugu%E3%80%8D%E3%82%92%E4%B8%80%E8%88%AC%E6%8F%90%E4%BE%9B%E9%96%8B%E5%A7%8B%E2%94%80%E2%94%801/
https://stop.co.jp/blog/sakana-ai%E3%80%81%E8%A4%87%E6%95%B0%E3%81%AEai%E3%82%92%E6%9D%9F%E3%81%AD%E3%82%8B%E3%80%8Csakana-fugu%E3%80%8D%E3%82%92%E4%B8%80%E8%88%AC%E6%8F%90%E4%BE%9B%E9%96%8B%E5%A7%8B%E2%94%80%E2%94%801/
https://www.ayautomate.com/blog/claude-fable-5-pricing-explained

	フロンティアAIにおける米中逆転の兆しと日本企業の次世代LLM戦略：中国製最新モデルの徹底解剖と実務への適用 
	Gemini 3.1 pro 
	1. 序論：激変するグローバルAIエコシステムと新たなパラダイム 
	2. 中国製フロンティアLLMの現状：米国に「追いついた」のか？「追い越した」のか？ 
	2.1. 「追いついた」領域：ソフトウェア開発とエージェント機能 
	2.2. 「追い越した」領域：長文脈の安定性と圧倒的なコストパフォーマンス 
	2.3. 「依然として遅れている」領域：純粋な推論能力とゼロからの革新 

	3. 中国製フロンティアLLM「ビッグ4」の徹底解剖 
	3.1. Kimi K3 (Moonshot AI)：世界最大の2.8兆パラメータ・オープンモデル 
	3.2. GLM-5.2 (Z.ai)：ソフトウェア開発と長期エージェントに特化した実力派 
	3.3. Qwen3.7 Max (Alibaba)：35時間の自律実行を証明したAgent-Firstモデル 
	3.4. DeepSeek V4 Pro：国産インフラで制裁を突破した「価格破壊者」 

	4. 地政学の断層と「Glasswingショック」：なぜ世界は中国製LLMを選ぶのか 
	4.1. Claude Fable 5の輸出規制と供給網の崩壊 
	4.2. OpenRouterにおけるシェア逆転現象 
	4.3. 知識蒸留とEntity Listを巡る米中の暗闘 

	5. 日本企業は中国製LLMをどう使うべきか：リスク管理とアーキテクチャ戦略 
	5.1. セキュリティリスクの核心：「国家情報法」とデータ主権 
	5.2. 戦略的アプローチ1：オープンウェイトモデルの自己ホスト（Local Deployment） 
	5.3. 戦略的アプローチ2：ルーターを用いた「マルチモデル・バーベル戦略」 
	5.4. 戦略的アプローチ3：「Sakana Fugu」によるオーケストレーションと抽象化 
	5.5. 具体的なユースケース：長時間自律コーディングエージェントへの適用 

	6. 結論 
	引用文献 



